
学校だより　指宿市立池田小学校

学校教育目標：夢をもち  ともに学び たくましく未来を拓く 池田の子

　　　　　 「人は二度死ぬ」という言葉があります。
　　　　　これは作詞家、エッセイストとして活躍
された永六輔氏の言葉として知られています。　
一度目は、命が尽きたとき。
二度目は、その人のことを覚えている人が、誰もい
なくなったとき――。
記憶にとどめてくれる人がいる限り、その人は、
生き続けるのだといいます。

　本校の子供たちに郷土芸能「猿の子踊り」を熱心
に指導してくださっていた、德留福義さんが旅立た
れました。
　５月から始まった練習では、どの子にも分け隔てなく、屈託のない笑顔で気軽に声をか
け、温かい御指導をいただきました。子供たちに向けられた一言一言、そしてあの優しい
笑顔が、子供たちにとってどれほど心強いものであったことでしょう。
　７月の創立150周年記念式典でも、８月の玖珏神社の六月灯でも、福義さんは子供たち
の傍らにいて、その成長を喜んでくださっていました。

　校内には、地域学校協働活動でお力をいただいている皆様を紹介するコーナーがありま
す。福義さんが旅立たれてから、ある子が「おじいちゃんを見てから帰る」と言って、写
真の前に立ってから下校する姿がありました。

　子供は、言葉にしてすべてを語ることはできなくても、これまで受け取った優しさや愛
情を、ちゃんと心に刻んでいるのだと思います。福義さんが子供たちに注いでくださった
愛情は、決してなくなるものではありません。
　子供たちが踊り、語り、ふるさとを大切にして、成長していく中で、これからも受け継
がれていきます。

　これまで福義さんからいただ
いた温かい御指導と、子供たち
への惜しみない愛情に、心より
感謝申し上げ、安らかな御冥福
を、心よりお祈りいたします。
　　

円陣を組む保存会の皆さんと子供たち
右端が徳留福義さんです。

受け継がれる思い 校 長　石橋　三恵



 出前授業（畜産）  

 

 

 

 

9/９(水)鹿児島県南薩地域振興局農林水産部、指宿

市役所農政課からそれぞれ２名の方々が池田小３・４

年生の子どもたちのために畜産について出前授業を

してくださいました。身近なところで行われている畜

産について知ることで改めて指宿の良さや魅力を感

じる機会となりました。 

 

♦おいしいお米になりますように♦ 
 
 
 
 
 

 

9/11(金)3年生から6年生の子どもたちで、田ん

ぼに防鳥テープを張る作業を行いました。田んぼに

は、たくさんの稲穂が実っています。お米が大きく

育ってきた一方で、これからは鳥たちにとってもお

いしい季節。そこで、大切に育ててきた稲を守るた

めに、みんなで力を合わせてテープを張りました。 

長い防鳥テープを持って田んぼのきわを歩いたり、

テープがしっかり張れるように引っ張ったりと、な

かなか大変な作業でしたが、子どもたちは声を掛け

合いながら一生懸命取り組みました。 

青空のもと、黄金色に近づいていく稲穂を眺めな

がら、収穫への期待もますます高まります。 

 

♡ありがとうございました♡ 

子どもたちの通学路付近においてミツバチやスズ

メバチが多数飛来している状況が確認されました。

子どもたちが不安を感じながら登下校することのな

いよう、学校として現地の状況を確認し、まずは児

童の安全確保を最優先に対応を進めました。そのよ

うな中、本校児童の保護者でもある谷元緑産様が

「子どもたちの安全のために」と、ハチが落ち着く

夜を待って、ハチが集まる原因となっていた樹木の

剪定を行ってくださいました。また、保護者有志の

お手伝いもいただきま

した。迅速に御対応い

ただいたことで、子ど

もたちが安心して通学

できる環境を整えるこ

とができました。心よ

り感謝申し上げます。 

☆心ひとつに、運動会へ☆ 

11/1(日)に開催される運動会に向けて応援団結団

式を行いました。今年も赤組・白組に分かれ、いよい

よ本格的な運動会モードへ。それぞれの団に分かれ

て、団長を中心に気持ちを一つにし、これから始まる

練習に向けて、元気と気合いをしっかりチャージしま

した。赤組も白組も、力を合わせて最高の運動会をつ

くっていきましょう。本番に向けて、ますます盛り上

がっていきそうです。 

 

 

 

 

 

令和８年度 

全国学力・学習状況調査の結果 

４月に６年生を対象に実施した「全国学力・学習状

況調査」の結果が公表されました。本校児童の結果は

国語・算数ともに県平均を下回っていました。 

 そこで分析を行い、国語科では「自分の考えが伝

わるように書き表す力」の育成に重点を置き，具体

的な場面を想定した「書く」場面を増やす。算数科

では、問題文へのアンダーライン、図解の活用、お

よび「間違いを消さずに残す」習慣の定着、粘り強

く見直しを行い、意欲の向上を図る。これらを意識

して、今後も児童生徒の学力向上と授業の質の向上

を目指し、継続して研修に励んでまいります。 
 

 

【１０月の主な行事】 
６日(火) 特別校時(全学年５時間授業)～８日 

     ＡＬＴ来校 

７日(水) 運動会校区企画委員会（公民館） 

９日(金) 前期通知表配布日 

１３日(火)  西指宿中校区三校合同学校運営協議会 

１４日(水) 視力発育調べ 

１６日(金) 今和泉小との交流学習（1～4年） 

１８日(日) 第20回スポーツフェスタいぶすき 

２３日(金) 登山危険予知トレーニング（高学年） 

      ＰＴＡ資源回収～２５日 

２４日(土) 運動会会場設営・奉仕作業 

２５日(日) 市制施行20周年記念式典 

２７日(火) 運動会予行 

２９日(木) 運動会会場設営予備日 

３０日(金) 西指宿中学校文化祭（高学年出演） 
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